
繊維ろ過・スレッド式による

ハイブリッド型ろ過システム

前処理 スレッド式

原水が高濁度の場合のみ凝集剤を使用。
凝集剤の少量使用により安全性は向上し、

凝集沈澱物の量は減ります。

スレッド式では微粒子の除去と

クリプトスポリジウム原虫を９９.９％以上除去。

ハイブリッド型ろ過システムとは
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繊維ろ過とスレッド式の特徴を最大限に活かしています（裏面フロー図参照）。

１. 平常時は繊維ろ過とスレッド式によってろ過後の濁度を２度以下で配水します。

２. 降雨後など原水濁度が１０度以上の場合は、前処理では凝集剤を使用して

 濁度を５度以下に低下させ、後段のスレッド式ではクリプトを９９.９%以上

 除去（注１）し 、濁度を２度以下（注２）（注３）にします。

装置は一体化して完全自動制御です。メンテナンスに特別な技術は不要です。

表流水・湖沼水でも高濁度の場合のみ凝集剤を使用するため、凝集沈殿物

（スラッジ量）は減ります。

 注１

水道技術研究センターの「水道用浄水装置」
としての認定（浄認第１００１号 １８.６.３０）
を取得し、実機によるクリプト除去テストでは
９９.９９％の除去率です。

 注２

クリプトを９９.９%以上除去できれば、ろ過後
の濁度は２度以下で配水出来ます。

 注３

厚労省は、 「クリプトを９９.９%除去できるろ過
設備であれば、急速ろ過・緩速ろ過・膜ろ過
以外のろ過方法で良い。ただし、『 浄水方式
の変更届 』 の提出が必要であり、現地におけ
るテストデータにより個別に判定する。」（２３年
度全国水道関係担当者会議資料の要旨）と
指導されています。

表流水、ダム水、湧水などのろ過が可能です。
東日本大震災以降、地下水でも濁度が増えています。

小型ですから設置場所を気にしません。
現在のシステムを活かしながら浄水場を更新できます。

安価、低メンテ料金、省エネ、耐震性、安全性、高能率、
公害対策、小型、簡単な維持管理が特徴です。

新しい時代のろ過システム

浄水場の更新に最適です

H y b r i d

スレッド式前処理



仕様および外観は、改良のため予告なく変更される場合があります。

■ 繊維ろ過は、ポリプロピレンの細い繊維（アクティファイバー）
を綿状にして微粒子を除去する新しいろ過方法です。

■ 複数のユニットによって数万m３／日の処理も可能。
■ ろ材交換はカートリッジで簡単。 現地工事が容易に出来ます。
■ 濁質の捕捉量は砂ろ過機の８倍 (トーケミ社製品比)。 
■ ろ過速度は１,２００m／日の高能率。 設置面積は１／４ (同社製品比)です。
■ 水量・水質によって機種が豊富。７０ｍ３／日～２,５００ｍ３／日で７機種

■ スレッド式ろ過は、目開き３ミクロン（１ミクロンは１mmの
１,０００分の１）の糸巻きカセットを使用した精密ろ過装置です。

■ クリプトを９９.９%除去します※。
■ ろ過圧は０.０７~０.１MPa。使用電力が少ないから省エネです。
■ カセットパックの耐用年数は８～１０年。維持管理費が安くて経済的。
■ 流束は１００~１３０m３／m２／日の高能率です。
■ 装置は、最大日量３,８００m３、９００m３、３００m３の３機種。
■ 複数台数を設置すれば１０数万m3/日のろ過が可能です。

繊維ろ過 (前処理) スレッド式ろ過
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※ 水道技術研究センターの「水道用浄水装置」の認定を取得しています。

表流水

湖沼水

ダム水

（濁度対策）

ＰＡＣ不使用

高濁度の場合

ＰＡＣを使用

配水池

最高濁度１００度 （標準）

低濁度の場合
濁度７以下※1

高濁度の場合
濁度７以上

濁度５度程度以下

バイパス （緊急時は濁度を０.１） 

濁度２度以下※3

クリプト ９９.９％
除去

濁度軽減
（微粒子除去）

※ １  ろ過後の濁度が２度以下になるよう 制御濁度を５度程度以下に調整（現場テストにおいて確認）。
※ ２  鉄分やマンガンなどの除去は、前処理に除鉄・除マン装置を使用。析出した鉄分はスレッド式で最終除去。
※ ３  スレッド式を停止する場合（ろ過材交換など）は、前処理で濁度を０.１以下にしてバイパス回路により配水。

前処理 ※２
（主として濁度対策）

スレッド式
（濁度・クリプト対策）

原水
最高濁度100度

配水
（洗浄水にも使用）


